
＜改善に向けて＞

◇ 児童・生徒の課題を把握した上での１学校１取組みや授業での手立ての工夫

◇ 全力を出し切って「走る」、「跳ぶ」、「投げる」、「伸びる」等の運動機会の充実

◇ 運動の楽しさに触れることができる小学校低学年段階における運動遊びの実施

◇ 家庭・地域と連携し、自己管理能力を育む健康教育（保健、安全、食育）の推進

最上の学校教育指導の重点
「豊かな心と健やかな体の育成」

運動の特性に応じた楽しさを実感できる
体育授業等の充実

体力・運動能力調査等の分析からの

実態把握と強み・課題の焦点化
・ 学校として
・ 児童生徒自身として（個票の配布等）
・ 全児童生徒の全種目実施

各学校の強み・課題に応じて行う体力
向上を 目指した「１学校１取組み」の推
進、効果・検証
・ 学校の課題に応じた運動場面の工夫
【50ḿ走】

50ḿを2本→20ḿを５本…距離の工夫
様々な体勢からダッシュ…局面の工夫

【立ち幅跳び】
両足ジャンプで鬼ごっこ…動きへの慣れ
腕を振ってジャンプ…フォームづくり

体力・運動能力調査等の分析結果
と強み・課題の共有
・ 家庭、保護者へ
・ 児童生徒へ（個票の配布等）

家庭と連携した生活リズム等改善の
ための具体的実践による自己管理能力
の育成
・ 早寝、早起き、朝ご飯の習慣化
・ メディア利用のルール作り
・ 家庭でできる運動の推進

県や市町村の運動部活動のガイドラ
インに則り、スポーツ少年団やスポー
ツクラブと連携した健全な心身の育成

令和６年４月
最上教育事務所

運動の特性や運動の楽しさ、喜びが実感
できる単元・授業構想

～ゴールを見据え、系統性を意識した年間指導計画～
～子どもたちが夢中になって身体を動かす授業づくり～

資質・能力の三つの柱の関連を図った指導の充実
・ 三つの資質・能力を個別に扱うのではなく相
互に密接に関連していることに留意する
・ 知識と技能の関連を図ることの重要性を人認
識したり、具体的な知識と汎用的な知識との往
還を図りながら運動実践につながる態度を育成
したりする

～三つの資質・能力のバランスと関連を図った授業づくり～

指導機会と評価機会の適切な設定
・ つけたい力と学習活動、評価の整合性
・ 指導機会と評価機会の適切な設定

～深い教材研究と評価～
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体力は、人間のあらゆる活動の基本となるものであり、健康な生活をおくる上でも、またものごとに取り組む意欲や気力

といった精神面の充実にも深く関わっており、人間の健全な発達･成長をより豊かで充実した生活を送る上で大変 重要

なものです。 —スポーツ庁 ホームページ 【政策】より—

＜本地区の現状＞
▲ 運動する子どもとそうでない子どもの二極化
☆ 体力運動能力等調査からの強みと課題
＜強み＞ ◎上体起こし、反復横跳び、シャトルラン
→継続・反復した運動で高められる「体の強さ」

＜課題＞ ▲５０Ｍ走、立ち幅跳び、ボール投げ
→運動の行い方を身に付けることで向上できる運動


